
















 

本邦に於る小児慢性腎炎患者は従来約1万人とも2万人とも云われたが,学校集団検尿の実

施に伴い，潜在性,徐々進行性慢性腎炎が発見され,総数約 5万名と推計されている。 

 さらに我々の今迄の経験から,学校検尿により発見された慢性腎炎例は 4～5年後にはそ

の約 15～20%が軽快するとみられるので,何等かの病変を残して不治の慢性腎炎として扱

われる小児は約 4万名程度と類推される。 

 また年間小児腎疾患死亡数は 14 才以下の小児では,昭和 55 年では実数で 77 名で,10 年

前に較べ,半減している。これは医療の進歩によるものと判断されるが,学校検尿が実施さ

れる以前の昭和 48 年以前の就学児童・生徒の腎疾患死亡率が,毎年平均 110 例であったの

に対し,昭和 51 年以後は,年間平均 37例と実に 1/3に減少している。このことは疾患の早

期発見早期医療対策も与って力となっていることを示している。 


